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( 着手再試    車 3 也出F  )

1  背 景 とね らい

自拾のr l 飼料 の重 要性 が ' I ! ばれ ているが、牧革 、 トウモロヨシともにその生産 員 は高 いと云 わ

れている.  生 産 貫 の l L t  J r t のための各聴 試験並び に、昭和 5 8 年 度 か らの 自給 飼料 の低 ヨス ト化

要因分析調主 を実施 して い る。 そ の中 か ら牧車 の生産 力 において、 6 、 0 0 0 に の と きに生 車

1 略 当た り 6 . 6 円 の所 が、最 もコス トが 4 t t いとい う結 果 を整 たの で 指導上 の参考 に」t する。

2  技 術の内容

1 ) 軟 草 の生産 力 と生産 貫の現状

着手県の牧 草の 生産 力 は、 5 6 - 5 8 年 平均 で 4 、 O S 3 に / : O a で あ り、県の 目標 で あ

る S 、 0 0 0 略 に 比べ かな りほ い. ( 農 水 省 「農 作物 統計 J )

また、今 回実 施 した臨農 3 0 頭 以上層の実態 制至 に おいて も、 1 0 a 当 た り生 産 ひで下 表の

ような結果 とな つた。

表 - 1  実 態 調査農家 の牧革生 産 貫の平均傾  (  路 : 円 )

1 0 a 当 生 産 カ 1 0 a 当 生 産 貫 生 草 郎 価 T D N 単 価

3,913 32,924 76.3

2 ) 畜 産 試験 増 での施肥料 に よる生産 量の試験

施肥料 に よる生産力 の 1 0 年 間 の平均 t i 、下 表の とお りであ る。

表 - 2  施 肥 水準別牧 車生産力  く 1 0 ・a あ た りに )

施

肥

水

準

N P 生 再 生 産 童 乾物生産量

5,767 1,OS7

28   1a     56 6,604 1,176

6,916 l,238

また、その他の施肥量と生産力の賀験守から、団 - 1 の ような田係が推定 され.

0  1 0 a 当 た り鹿肥チッツ 2  0  k g 前後で生産力 6 、 0 0 0 に を通戚 していて、それ以上の

施肥に対する伸び t i 鈍化 してい く。

の  実 態調査農家のうち捷肥に対する生産量の高いグループは同村の傾向を示 した.

それ t よ、 Y = の回 帰式 に近似的 に あて はめ られ る。
a  Ⅲ b X

3 ) 牧 革 の生産 力 と生産買

牧車の生産力 に よ る生 産買 を拭 算す るため、実出割至 で得 られ た生産 寅 と、 2 ) で得 られ た回帰式

を使 つて生 産 量 と生産 貫の関係 を表 したの が、下表 - 3 と 田 - 2 で あ る。

表 - 3 実 態 田至の結 果 に基づ くシ ミュ レイシ ョンによる生産 貫  ( 単 位 : 円 )

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 89000 79000

平

　

均

生
産
貫

T D メ ] 鷺 169.0 98.0 74.5 83.8 58.5 57.3 70,0

生 革  l  k L !9。4 11.3 8.8 8.l

低

ヨ
ス

ト
グ

ル

中
プ

生
産
費

T D 対 l  k g 138.8 82.6 64.5 56.l 52。4 52.7 6S.5

生 革  l  k g 16.0 7.1 6.0 .861 7.S

注 ) 施 E 時 期

りん 酸 : 早 春 全二

その他 : 早 春  %

刈 取 後 2 回 分施
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①  生 産 比 と買用 は 8 , 0 0 0 鳩 で は直機的 に仲じ るが、それ以 降  産 力の伸び が鈍 化 す るため

単位 当 た り貫用 は急激 に増加 す る。

②  T D N l に 当 た り及び 生革 1 に 当た り生産 費 t ま生産 産の増加 に伴 つて漸滅す るが 、6 , 0 0 0

に を越 え ると断増 して い く。生産貫の それぞれの出え低の価 は現状 の技術水準 に おいて、 5 7 . 9

円、 6 . 6 円 とな る.

O  実 態 調査 結果に お いて平均 よ り、生産貫の低 いグル ープにお いては固定 貫、変 動貫 とも湯

少 し、生 産重  5 , 0 0 0 - 6 , 0 0 0 に で T  D  N  l k g ぁた り5 2 , 4 - 5 2 . 7 円、生 車 l 路 あた り6 . 0 - 6 . 1

円 まで低下 させ ることがで きる。

3  指 導上 の留意 事項

1 ) こ の 試算の 前健条 件 は別 装の とお りで ある。

2 ) 今 回 の対象 は、酪農経 営の 3 0 頭 以上層 、対象車 地は探革地 であ る。

3 ) 牧 事 の仕 向形 態 は農家 に よ り異 な るの で、生事 に線算 してあ る。

4  参 考文 は 、資料

牧 革 に対 す る追距比 に関 す る試験  ( 岩 手 県畜度 試験 増 ) ( 昭 和 3 9 - 1 8 年)

京地 の性 持管 理に関 す る試験 ( 岩手県畜産試験 増 ) ( 昭 和 4 8 , 4 9 , 5 7 - 5 9 年)

自給 飼料 のほ ヨス ト化要因分析調査姑興

- 4 チ E 車 ■   ( に / 〕

39       40      4'      42      43      14      45      46      47      48     科

常・16 5 , 8 2 2  0 , 1 5 0  6 , 5 4 3  6 , 4 2 0  6 , S 0 4  5 , 8 3 1  S。1 1 6  5 , : 9 7  5 , 6 2 L _ _ _ _「上堂0  5 ,ェ6 7

打‐28 6.351  6.750 7.590 7,347 7,308 5,902 6,020 5.926 '。 212_三 !633 6.604
州・40 8,762 ?,463 7,848 7.469 7.444 6,127,S,5SS 5,S09 7・ 早⊇4  6,276 6・ 堕

生 産 i

純E魁ユ LOと豊た|
自
撃

号
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刑 費  慎 第の前 健条 件
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日‐1  3 0 ら 0 た り性■' ゥ ツと生再生住B 1000  2000  3000  4000  5000  6000  7000

日 - 2  1 0 a 当 た り生産 員 と生産 i

虫 自 負ヨの平均値    ほ コス トグループ

日 定 R 電果F資掌輸字却R、ほ窮R
〕G 、 4 4 7     1 0 、 0 3 3

空 動 R I 分 B 買 、 t t  t t  R 2、 8 2 0      2、 5 9 6

交 助 R  I I E tt R チ ッ ツ 定 r 4 1 に あ た り  4 0 7
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